
248 冬期日本海における帯状雲のメソ構造

　いずれにしても雲画像のマルチセグメント観測などに

より，横モード雲の形成過程や移動速度などを調査し，

上記の仮説を調べる必要があると考える．
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昭和65年度トヨタ財団研究助成の公募のお知らせ

　トヨタ財団では，r新しい人間社会の探求」を基本テ

ーマとして，研究助成を行います．特に本年度は次の課

題に重点をおいて助成いたします．

　①高度技術社会への対応

　②多文化社会への対応

　斬新な発想による研究計画の応募をお待ちしておりま

す．

　助成の概要

　1．助成の対象

　・上記の基本テーマに関する研究で第1種研究（個人

　奨励研究），第互種研究（予備的研究），第皿種研究

　（総合研究）の三つの研究種別があります．詳しくは

　応募要項をご参照ください．

　2．助成金額・期間

・助成金額は合計2億円程度です．

・助成期間は本年11月1日より1～2年間とします．

3．助成の決定

・研究助成選考委員会（委員長　飯島宗一）にて慎重

厳正に選考の上，9月末の理事会にて決定いたしま
す．

応募期間・方法

・応募期間は本年4月1日から5月31日（火），（当日

消印有効）までとします．

詳細は下記にお問い合わせ下さい．

〒163東京都新宿区西新宿2丁目1番1号

　　　　新宿三井ピル38階私書箱236号

　　　　TEL．03－344－1701

　　　　財団法人　トヨタ財団研究助成係
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